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令和5年6月24日（土）

第64回南木倶楽部全国勉強会（第149回大阪読書研究会）南木隆治（みなきたかはる）

陛下のインドネシア行幸啓の深い意味について。

最新の国内、国際情勢。刻々と迫り来るときはどのような時か。

世界はどうなると南木は思っているか。

私が関わっている各種裁判、量子論、彼岸からの観点。日々刻刻、

我が国の目覚めは進んでいること。我々の心構え

縄文と、江戸。日本文明でなければ、戦争は無くならないのではないか。

それなのに、日本のせいで戦争になったと学校で真逆を教えて、子供の魂を破壊している。

しかしそれも今年で終わった。残っているのは自虐史観の残像。イデアはもう未来を刻んでいる。

すべては思いがけず、思いがけない形で、刷新され、日本は目覚める。

陛下がインドネシア行幸啓、

今上陛下がオランダからの、インドネシア独立戦争英雄墓地で供花され、残留日本人兵士の子孫とお話をされた

ことの重要性。いわゆる戦後は、昨年77年目で完全に終わり、本年は新しい77年の歴史の第1年目である。我

が国はもう目覚めた。陛下が何をなさっているのか、よく見よ。残留日本人兵士の子孫が、

「天皇陛下が残留日本兵のことを覚えていてくれて、とても感謝している」と話した。

重大な歴史の新しいページを政治家が誰もしないものだから、今上陛下が自ら「まつりごと」（祭りごと＝祀り

ごと＝政りごと＝神事）＝宇宙的出来事、として、お開きになった。ありがたいことである。

（参考）https://543life.com/campus/backnumber151/

「こよみの学校」第151回 インドネシアの皇紀―独立宣言文の日付。日付は皇紀でした。手書きの草稿では

Djakarta １７-８-´０５とあり、タイプ打ちの宣言にはDjakarta, hari 17 boelan 8 tahoen 05とみえます。

05は言うまでもなく皇紀2605年のことです。

皇紀はオランダの支配下で使われていた西暦に対峙するものであり、独立運動を展開していた人びとには受容し

やすいものであったにちがいありません。しかも、日本は1945年3月には独立準備調査会の設置を発表し、5

月にはその活動が開始しています。共和国としての憲法草案まで決定していました。さらに、7月17日には独立

認容を正式に決定し、8月18日には独立準備委員会を発足させる予定でもありました。そうしたなか、8月15

日に日本は降伏しました。16日には軍政監部の西村総務部長邸で物別れに終わるスカルノ、ハッタらとの交渉が

なされました。そして17日未明、前田海軍武官邸で熱烈な討論の末、最終文案がまとまり、午前10時、スカル

ノの私邸で独立宣言が読み上げられたのです。

現在もインドネシアで見られる日本の暦法

現在のバリ・カレンダーのなかには皇紀をのせているものがあります。たとえば、バンバン・スアルテ氏のカレ

ンダーにはICHIGATSU 2673とみえます。

（LGBT問題など、イスラム圏の国と深く付き合う将来、どうするんだ？）（インドネシアとデビ夫人）

日本も皇紀を復活させてはどうか。今年は2683年。チャイナは共産党政権崩壊後は、「新紀元」＝（大紀元）

を復活させるだろうが、南木の勝手な予測では、77年後には、「大紀元」とともに、皇紀を採用しているのでは？

「ジャングルを40日間生き延びた4人の子供。日本人の現状。

タイタニック号と、「タイタン」。もとの名を付けるとは！！ 言霊をどう考えたのだろう？

（見えるものと、見えないもの、について）教養と、知識は違う。

修行したり、経験を積んだりすることで、人は他の人にはわからない違いが分かるようになっていく。

これが本当の教養で、丸暗記した知識は、もしそれが間違っていたら、悲惨なだけである。知識は教養の段階ま
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で高めないと、受験には役立っても、現実には何の役にも立たない。

さて、ジャングルで彷徨ったら、我々は生き延びられないが、原住民の子供たちは生き延びた。ジャングルにつ

いての教養があった。

大東亜戦争で、南方で餓死しそうな日本の兵隊を、台湾の高砂族出身者が助けてくれた話を聞いたことがあるの

でよく分かる。陸軍中野学校を出た特務の人も、彼らに助けられた。

大東亜戦争の話になったので、シンガポール作戦の時、台湾出身の、蕭錦文さん（高砂族じゃない）台北一中を

4年で繰り上げ卒業した少年兵。シンガポール占領の時、どんな経験をしたか。この人は、インパール作戦

にも従軍。我が国は、大東亜戦争で苦労し、無謀なところもあったと思うが、人類のためには、白人支配の植民

地を解放して、良いことをした。「台湾がもし日本ではない白人国の植民地だったら、こうなっていたのだ」と

少年はわかった。これは重要な基本認識。そして、陛下がインドネシア英雄墓地で、供花、独立戦争に参加した

日本兵の子孫とお話しされたことの重み。この瞬間、世界の意味付けは替わり、未来の世界中の教科書の記述

が変わることが決まった。このこと分かるか決定的。上皇陛下の東北大震災時の「詔（みことのり）」で日本は

目をさました。昭和20年終戦以来のこと。そして、今に続いている。

再度、見えないもの。（以下、復習も兼ねている。）

① 裁判所の屋上には国旗が常時掲揚されている。（「国旗バッジ訴訟」について）

それで、南木は、裁判所の法廷のすべての部屋にも、見えなくても大きな国旗が掲げられているのが、見えてい

るかのように感じるが、国家公務員である裁判官たちには、それが見えないようだ。

「国旗」こそ最高のシンボルである。「国旗バッジ」を傍聴人に外すように要求するとき、深い迷い、躊躇い、

国家を裏切っているのではないかと言う恐れの心があるべきなのに、何もない。

「ブルーリボン」についても、その本質は同じ。日本人の心を持っていない。眠っている。魂は熟睡中。

② チャイナ、習近平は、公園や、政府が認めないものを栽培している畑を壊し始めた。食物危機が来るから、

指定した作物を栽培せよということらしい。アホである。もっと飢饉になるだろう。栽培する作物への愛情なく

して、良い作物はできない。

③ いろいろな人が、まだロシアの肩を持つようなことを言う。ロシア共和国は滅びるだろう。ウラル山脈以東

は別の世界のようになるかもしれない。ロシア共和国滅亡後、極東シベリアにチャイナが手を伸ばさないように、

我が国は手を打たねばならない。

④ チャイナは5年以内に共産党支配が崩壊する可能性が高い。崩壊させねばならない。

日本は必然的に目覚める。次にできる新しい国際組織「新国連」の常任理事国に我が国は必ず入らねばならない

し、どんなことがあっても、チャイナの後継国家を、常任理事国にさせてはいけない。

大英帝国が精神的に復活すれば、英国は香港を取り戻すだろう。英国を除くヨーロッパは衰退し、日米英共同覇

権の時代がしばらく続くかもしれないが、徐々に、そして最後に、「徳川家康」となるのは、どう考えても、我

が国しかない。（現在は世界戦国時代、特に昨年2月24日、国連が実質消滅してから）

⑤ 21世紀の戦争は「サラミ作戦」。尖閣を見よ。相手をいかにして「ゆでガエル」にしてしまうか。ロシアは

もう核を使えない。対チャイナ戦争も、5年以内なら、「サラミ」で始まる。

⑥ 日本人の若い優秀な政治家は必ず出る。その人はもうきっと生まれている。大谷翔平、藤井聡太を見ればわ

かる。多分この「世界戦国時代」はこれから 77 年ほど続く。どの国家、民族が、徳川家康になるかはまだ決ま

っていない。

⑦ やはり、日本しかない。アメリカには700 万人のユダヤ人がいるが、同時に700万人のイスラム教徒もいる。

その対立は容易には無くならない。アメリカ文明が世界に調和をもたらすことは、自身の問題も解決できないの

に難しい。日本の順番は必ず回ってくる。

アメリカは間違いなくローマ帝国の後継国家。ローマ皇帝マルクス・アウレリウス・アントニウスの「自省録」
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を読めば、その内省の深さがよくわかる。仁徳天皇と同じ民を慈しむ心であると思える個所が随所にある。私は

「自省録」を読んだとき、この深い愛情があったからこそ、ローマの偉大は成ったと分かった。そんな皇帝がい

た時代があったのに、ローマ帝国は滅びた。アメリカ合衆国も滅びないはずがない。アメリカの『因果応報』は

これから。地霊。カリフォルニア。多言語。「銃、病原菌、鉄」。1000年後のアメリカ。（すべてのこの宇宙を

構成する基本精神は、宇宙に刻印されている。消えることはない。だとすればどうなるか。）エル・ドラドはど

こにある？

⑧ 世界史年表を見れば、ただ一本の線で、その起源から、現在まで続いているのは我が日本国だけである。こ

れは偶然ではない。日本は特別であり、奇跡の国である。

⑨ ソ連崩壊時のウクライナが、10分の一でも核を残したら。・・・。それは当時のアメリカも許さなかったか

もしれないとの意見もある（防衛研究所の高橋氏）。それなら、ウクライナは本当にかわいそうだ。ゼレンスキ

ーはアメリカに何でも要求する権利がある。日本はウクライナの教訓を無駄にしてはならない。

⑩ 重要なことは、アメリカか、イギリスの海軍の核を、核シェアリングすることである。海軍の核なら、日本

本土に、核を持ち込まなくても、非核3原則のままでも、核シェアリング契約はできる

のである。このことを、自衛隊OBの皆さんに話しても、彼らは、核シェアリングはドイツ方式しかないと考え、

前例がないという。陸地への持ち込みしか考えないようだ。そうではない。前例のないことしか未来を切り開く

ことはできない。未来は必ず、誰も考えなかった前例のない事態によって展開して行く。我が国は核についても、

前例のないことを考えるべきである。

⑪ 岸田首相は強運の持ち主である。G7広島サミットは、彼の力で呼んだわけではないのに、ウクライナのゼレ

ンスキー大統領が来た。そして、インドのモディ首相と握手をした。全世界がこの動きを注視していた。岸田首

相は、歴史の巨大な流れに乗って、大きな政治的効果を上げた。

⑫ 岸田氏を除くG7首脳は皆、恐らくクリスチャンだと思うので、あの碑文を英語で読み、主語がWe、である

ことを知り、それで何も感じなければ、それは本当のクリスチャンではないだろう。私はきっと多くの首脳が、

深く内面で以下のことを感じ取ったであろうと思う。日本は、国家とし

て、「イエス＝キリスト」のような存在

である。と。広島の「安らかに眠ってください、過ちは繰り返しません

から」という記念碑の言葉は、原爆を落

としたのはアメリカなのに、日本人がこのように決意することはおかし

な記述だとも言えるが、しかし、日本国

家、日本人の全体が、「汝の敵を愛せ」と言ったイエスと同じだとみな

せば、とても重要なことが分かってくる

のではないか？西洋人であの記念碑の語句を見て、そう直感しないもの

は、本当のクリスチャンではないと言え

るだろう。日本はアメリカが犯した罪を背負い、人類の罪を背負って、

反省しているのである。

⑬ あの碑文は雑賀忠義（さいかただよし）、当時の広島大学教授が決

めた碑文であり、日本無罪論を唱えてく

ださったインド人のパール博士は、当時から、この碑文はおかしいと言

っておられた。碑文についての論争は 1951 年当時からあり、雑賀忠義

教授は、これでよいのだと主張して、これが決まったのである。

今回、サミット前に、岸田首相は、和歌山の雑賀岬の崖下にある、雑賀漁港で、危うく暗殺されそうになった。

雑賀衆は、戦国時代の鉄砲衆として有名だが、同じ「雑賀」の文字がここに出てきたことは偶然ではないだろう。

岸田首相の強運につながる、暗号のようにも思えるのである。（「雑賀」については、もう一つある。）

⑮ 中朝事実は日本の「イデア」を支援す重要な書籍。

⑯ 「霊感」のある宗教家も「無私」でなければ道を間違う。

⑰ 巨大隕石の空中爆発は偶然ではないとしたら、誰が守ってくれているのか？
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⑱西暦2040年、我々は日本を完全に再興しおわっており『紀元2700年祭』を盛大に挙行せねばならない。

⑲ 半島情勢。「フジ住宅裁判」「日朝平和友好条約」は成るか。拉致問題。（ご参考）動画「北朝鮮版・青い山脈」「同

修学旅行」等。「北朝鮮」は、早く我が国が目覚めることを願って、ミサイルを撃ってくれている。日本が核武装してあげ

なければ、北が核を持ったまま半島統一はありえない。『ブルーリボン訴訟』は一審敗訴したので控訴した。（以上）

（推薦図書）

「唐――東ユーラシアの大帝国」（中公新書）森部豊

「山鹿素行 中朝事実を読む」（致知出版社）荒井桂

「高橋洋一のファクトチェック」（WAC）高橋洋一

「故郷を忘れた日本人へ」（啓文社書房）仁平千香子

「日本とアメリカを襲う21世紀型戦争の正体」（経営科学出版）ロバート・スポルディング、河添恵子他訳

「暴走する新自由主義」（経営科学出版）ポール・クレイグ・ロバーツ、小谷力訳

「パラレルワールド」(NHK出版)ミチオ・カク     「財政破綻論の嘘」（経営科学出版）三橋貴明

「秘密結社ヤタガラスの復活」安江邦夫・雑賀信朋    「神の物理学」（海鳴社）安江邦夫

「僕が神様に愛されることをいとわなくなったワケ」（青林堂）安江邦夫

「僕は一生をかけて『神』をみつけたのかもしれない」（海鳴社）保江邦夫

「ありのままで生きる」（マキノ出版）安江邦夫・矢作直樹

「失われた日本人と人類の記録」（青林堂）矢作直樹・並木良和           

「天皇」（廣済堂）矢作直樹          「銃、病原菌、鉄」。（草思社文庫）ジャレド・ダイアモンド

「死は存在しない」「運気を磨く」（光文社）田坂広志 「すべては導かれている」（PHP）田坂広志

「日本人だけが知らなかった安倍晋三の真実」（ワニブックス）西村幸祐

「世界のニュースを日本人は何も知らない」①②③（ワニブックス）谷本真由美

「日本をウクライナにさせない」（WAC）大高未貴     「花と火の帝」（日本経済新聞社）隆慶一郎

「空海と密教」（祥伝社黄金文庫）ひろさちや     「韓非子 悪とは何か」（産経セレクト）加地信行

『国連の正体』（DIRECT）藤井厳喜         「マネーモンスター中華帝国の崩壊」（DIRECT）藤井厳喜

「アメリカの小学生が学ぶ歴史教科書」（ジャパンブック）村田薫                 

「妻子の死からホームレス支援へ」（アートビレッジ）石黒大圓 「太平洋戦争の大噓」（DIRECT）藤井厳喜

「アメリカの崩壊」（方丈社）山中泉 「日本人に隠しておけないアメリカの崩壊」（ハート出版）マックス・シュラー

『良心をもたない人々 』（草思社文庫）マーサスタウト

「我、国連でかく戦えり」（ワニ・プラス）藤木俊一        「不況克服の経済学」（同文館出版）丹羽春喜

「高等科 国史」（ハート出版）三浦小太郎 「興亜の大業」（経営科学出版）松岡洋右

「英国諜報員 アシェンデン」（新潮文庫）サマセット・モーム

「親日韓国人ですが、何か？」（悟空出版）ＷＷＵＫ×呉善花      「裏から見た支那人」（DIRECT）笠井孝

「地図で見るロシアハンドブック」（原書房）           「国難と北条時宗」（DIRECT）関靖

「国家の尊厳」「違和感の正体」「バッシング論」（新潮新書）先崎彰容    

「自立国家日本のつくり方」（DIRECT）北野幸伯 「ウクライナからの教訓」クライテリオン2022、７月号

「ケーキの切れない非行少年たち」（新潮新書）宮口幸治    「逝きし世の面影」（平凡社）渡辺京二

『ポリコレの正体』（方丈社）福田ますみ          「自省録」（岩波文庫）マルクス・アウレリウス

「一人の力で日経平均を動かせる男の投資哲学」（角川書店）cis    『頓悟入門』禅の語録6（筑摩書房）平野宗浄

（南木が繰り返し推薦する名著） 「隠れていた宇宙 下」（早川書房）ブライアン・グリーン

「ツキの大原則」（現代書林）西田文郎

（その他 映画 等） 「フライング・タイガー」DVD1942年アカデミー賞受賞作主演ジョン・ウェイン・・ア

メリカが先に参戦していた事の自白に等しい。「モロッコ」DVD1930年主演マレーネ・ディートリッヒ・・戦場

慰安婦は万国共通。（以上）


